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請
願
・
陳
情

●
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

を
改
正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使

用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
請
願
…
採
択
（
意

見
書
を
可
決
）

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

改
正
し
、
発
生
抑
制
と
再
使
用

を
促
進
す
る
法
律
の
制
定
を
求

め
る
意
見
書
を
国
会
及
び
政
府

に
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

〔
紹
介
議
員
〕

　

倉
持
議
員
ほ
か
１
人

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
井
野
交
番
の
「
廃
止
計
画
」

検
討
を
中
止
し
存
続
を
求
め
る

請
願
書
…
採
択（
市
長
に
送
付
）

　

井
野
交
番
周
辺
地
域
は
、
新

た
な
大
型
店
出
店
に
よ
る
交
通

量
増
大
等
、
環
境
の
変
化
も
激

し
い
た
め
、
取
手
井
野
交
番
の

「
廃
止
計
画
」
の
検
討
を
中
止

し
、
存
続
を
求
め
る
も
の
。

〔
紹
介
議
員
〕

　

吉
田
議
員
ほ
か
３
人

〔
討
論
〕

染そ
め

谷や

議
員
…
検
討
段
階
で
あ

り
、
請
願
が
採
択
さ
れ
れ
ば
井

野
交
番
廃
止
を
中
止
さ
せ
る
こ

と
に
有
効
と
思
わ
れ
る
。
市
民

の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
も

井
野
交
番
の
存
続
は
必
要
不
可

欠
。
賛
成
。

加か

増ぞ
う

議
員
…
人
口
密
集
地
域
で

も
あ
り
、
子
ど
も
、
高
齢
者
も

多
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
交
番

の
役
割
が
求
め
ら
れ
る
。
私
も

地
元
の
声
を
大
事
に
、
存
続
の

た
め
に
頑
張
り
た
い
。
賛
成
。

小こ

嶋じ
ま

議
員
…
地
域
の
安
心
安
全

が
大
事
な
の
か
、
そ
れ
と
も
コ

ス
ト
が
大
事
な
の
か
と
い
う
問

題
で
し
か
な
い
。
お
金
を
使
っ

て
で
も
、
地
域
住
民
の
安
心
安

全
は
守
っ
て
ほ
し
い
。
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
新
田
踏
み
切
り

存
続
に
関
す
る
請
願
…
採
択

　

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の

利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
新
田
踏
切
の
存
続
を

求
め
る
も
の
。

〔
紹
介
議
員
〕

　

朝
比
奈
議
員
ほ
か
２
人

●
取
手
市
藤
代
１
９
６
５
番
地

１
地
先
新
田
ふ
み
き
り
の
廃
止

に
関
す
る
陳
情
…
採
択

　

新
田
踏
切
廃
止
を
前
提
と
す

る
市
道
の
廃
止
、
変
更
は
、
都

市
計
画
道
路
開
通
後
も
５
年
間

は
延
期
し
、
住
民
の
生
活
環
境

の
変
化
、
利
用
状
況
を
見
極
め

る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

（
意
見
書
及
び
決
議
を
可
決
）

〔
討
論
〕

小
嶋
議
員
…
茨
城
県
と
藤
代
町

と
Ｊ
Ｒ
が
協
議
し
て
踏
切
廃
止

を
決
め
た
こ
と
は
無
視
で
き
な

い
が
、
５
年
ぐ
ら
い
様
子
を
見

て
か
ら
廃
止
し
て
も
、
大
き
な

混
乱
や
Ｊ
Ｒ
の
負
担
も
な
い
の

で
は
な
い
か
。
陳
情
に
賛
成
。

結
城
議
員
…
数
十
年
前
の
取
り

決
め
は
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。オ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
が
で
き
て
、
ど
ん
な
形
に
な

る
か
を
見
極
め
て
か
ら
、
存
続

か
廃
止
か
を
も
う
一
度
話
し
合

う
べ
き
。
陳
情
に
賛
成
。

遠
山
議
員
…
さ
ら
に
高
齢
化
が

進
む
こ
と
や
、
障
害
の
あ
る
人
、

自
転
車
等
の
通
行
を
考
え
る
と
、

今
あ
る
踏
切
を
利
用
し
た
い
の

は
当
然
。
計
画
変
更
も
考
え
、

５
年
間
の
通
行
状
況
を
検
証
す

る
よ
う
声
を
届
け
る
。
賛
成
。

川
又
議
員
…
住
民
を
無
視
す
る

よ
う
な
方
向
に
は
反
対
。
橋
が

で
き
て
も
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
人
々
に
は
不
便
に
な
っ
て
し

ま
う
。
踏
切
存
続
に
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
第
５
次
取
手
市
総
合
計
画
と

取
手
駅
西
口
前
開
発
に
関
す
る

請
願
…
不
採
択

　

基
本
構
想
に
違
反
す
る

「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
タ
ウ
ン
取
手
の

創
造
」
計
画
は
中
止
す
る
こ
と
。

計
画
を
続
行
す
る
場
合
は
議
会

で
「
基
本
構
想
」
の
修
正
議
決

を
行
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

〔
紹
介
議
員
〕

　

朝
比
奈
議
員
ほ
か
２
人

〔
討
論
〕

加
増
議
員
…
市
の
最
上
位
計
画

で
あ
る
基
本
構
想
に
即
し
て
い

な
い
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
タ
ウ
ン
取

手
の
創
造
は
明
ら
か
に
法
律
違

反
で
、
中
止
す
べ
き
と
の
願
意

は
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
当

た
り
前
の
も
の
。
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早

期
制
定
を
求
め
る
意
見
書
提
出

に
関
す
る
陳
情
…
採
択
（
意
見

書
を
可
決
）

　

国
会
及
び
政
府
に
お
い
て

「
緊
急
事
態
基
本
法
」
を
早
急

に
制
定
す
る
よ
う
要
望
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

〔
討
論
〕

小
泉
議
員
…
未
曾
有
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
の
は
事
実
だ

が
、
そ
れ
を
口
実
に
緊
急
事
態

基
本
法
の
制
定
を
急
が
せ
る
の

は
論
外
。
有
事
法
制
の
拡
大
に

つ
な
が
り
、
平
和
を
脅
か
す
内

容
に
な
り
か
ね
な
い
。
反
対
。

林
議
員
…
震
災
を
利
用
し
て
、

有
事
体
制
の
一
層
の
強
化
を
狙

う
の
は
大
変
問
題
。
有
事
体
制

強
化
で
は
な
く
、
復
旧
・
復
興

支
援
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と

こ
そ
国
民
の
願
い
。
反
対
。

齋
藤
（
久
）
議
員
…
緊
急
事
態

発
生
に
備
え
た
国
民
生
活
や
危

機
管
理
は
、
真
剣
に
議
論
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
会
に
は

立
法
府
の
責
任
、
政
府
に
は
責

任
あ
る
対
処
を
求
め
、
賛
成
。

小
嶋
議
員
…
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
も
、
司
令
塔
が
存
在

し
、
東
電
や
民
間
業
者
に
強
い

処
置
が
で
き
て
い
れ
ば
危
機
の

拡
大
を
防
止
で
き
た
か
も
し
れ

な
い
。
緊
急
事
態
基
本
法
の
早

期
制
定
を
求
め
る
。
賛
成
。

結
城
議
員
…
早
期
に
制
定
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
う
い
う

こ
と
を
早
期
に
で
き
な
い
こ
と

で
、
日
本
が
本
当
に
弱
体
化
し

て
い
る
と
周
り
の
諸
国
は
見
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
関
東
地
方
整
備
局
及
び
利
根

川
下
流
河
川
事
務
所
の
存
続
を

求
め
る
陳
情
書
…
採
択
（
意
見

書
を
可
決
）

　

国
直
轄
事
業
の
地
方
移
管
は

行
わ
な
い
こ
と
。
公
共
事
業
の

予
算
配
分
を
防
災
・
生
活
関
連
・

維
持
管
理
に
重
点
配
分
す
る
と

と
も
に
、
関
東
地
方
整
備
局
の

廃
止
を
行
わ
ず
、
利
根
川
下
流

河
川
事
務
所
を
存
続
さ
せ
る
こ

と
を
国
に
要
請
す
る
よ
う
求
め

る
も
の
。

〔
討
論
〕

貫ぬ
く

井い

議
員
…
詩
人
高
村
光
太
郎

が
『
空
間
の
美
』
と
讃
え
た
利

根
川
は
全
国
に
誇
る
景
観
と
自

然
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
た
。

大
地
震
発
生
も
危
惧
さ
れ
て
お

り
、
利
根
川
が
氾は

ん
ら
ん濫

す
れ
ば
壊

滅
的
な
被
害
が
発
生
す
る
。
存

続
は
11
万
市
民
の
願
い
。賛
成
。

遠
山
議
員
…
大
震
災
後
、
国
交

省
河
川
事
務
所
の
皆
さ
ん
が
総

出
で
巡
回
を
行
っ
て
い
る
の
を

目
の
当
た
り
に
し
て
き
た
。
こ

の
陳
情
は
本
当
に
通
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
の

移
転
を
求
め
る
陳
情
書
…
採
択

（
市
長
に
送
付
）

　

現
在
の
旧
高
須
小
学
校
校

舎
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に

療
育
を
受
け
ら
れ
る
環
境
で
は

な
い
た
め
、
こ
ど
も
発
達
セ
ン

タ
ー
の
一
日
も
早
い
移
転
を
強

く
求
め
る
も
の
。

〔
討
論
〕

吉
田
議
員
…
東
京
電
力
跡
地

を
発
達
セ
ン
タ
ー
に
す
る
な
ら

ば
、
よ
り
良
い
、
素
晴
ら
し
い

環
境
に
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

与
え
る
こ
と
が
私
た
ち
の
仕

事
。
子
ど
も
た
ち
の
平
等
な
教

育
環
境
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て

賛
成
。

阿
部
議
員
…
施
設
の
関
係
で
十

分
な
療
育
指
導
が
受
け
ら
れ
な

い
の
は
問
題
。
義
務
教
育
の
中

で
専
門
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

重
要
。
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
十
分
な
成
長
の
た
め
、賛
成
。

遠
山
議
員
…
今
議
会
の
中
で
、

移
転
先
が
具
体
的
に
報
告
さ
れ

た
。
職
員
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

と
十
分
な
協
議
を
し
て
ほ
し

い
。
陳
情
内
容
に
十
分
配
慮
し

た
形
で
考
え
て
ほ
し
い
。賛
成
。

―
―
―

○―
―

○―
―

○―
―
―

●
政
務
調
査
費
の
交
付
中
止
に

関
す
る
陳
情
…
不
採
択

　

政
務
調
査
費
収
支
報
告
書
を

精
査
す
る
と
、
不
適
切
な
支
出

と
疑
え
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。

議
員
の
既
得
権
と
も
い
う
べ
き

政
務
調
査
費
の
支
出
を
中
止
し
、

図
書
の
充
実
等
、
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
議
員
が
手
本
を
示
す

こ
と
を
希
望
す
る
。
平
成
24
年

４
月
か
ら
政
務
調
査
費
を
廃
止

す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

新田踏切から藤代駅を望む


